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禁煙補助剤であるバレニクリンによる心疾患系リスク上昇の評価 

【背景】 

禁煙治療において、従来はニコチンを補給することで禁断症状を軽減させるニコチン代替

療法が一般的であったが、近年ではニコチン代替療法よりも禁煙率の高いバレニクリンに

よる禁煙治療が増加している。しかしバレニクリンの使用によって心疾患系イベントの発

生リスクが上昇するという報告がある。 

本研究では、Active comparator を用いた研究手法、自己対照研究手法、非曝露対照研究手

法を用いて解析を行い、バレニクリンと心疾患系イベント発生リスク上昇との関係を評価

することを目的とする。 

 

【内容】 

本発表では、現状の解析の進捗を報告するとともに、卒業論文に向けた展望を示す。 
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